
二
〇
二
〇
年
八
月
二
一
日

馬
鈴
薯
の
花
を
過
ぎ
れ
ば
オ
ホ
ー
ツ
ク

凡

士

流
星
や
我
が
ベ
ラ
ン
ダ
の
小
さ
き
空

な

つ

き

畦
道
の
見
え
な
く
な
り
し
稲
田
か
な

明

日

香

片
付
け
に
暮
る
る
一
と
日
や
つ
く
つ
く
し

満

天

稲

穂

手

に

し

　ゃ　

が

む

翁

の

夕

日

影

素

秀

岩

疾

る

女

滝

の

腰

を

揺

ら

す

風

た

か

子

二
〇
二
〇
年
八
月
二
〇
日

藍

の

花

一

茎

飾

る

長

屋

門

素

秀

ソ
リ
ス
ト
の
魔
法
の
ご
と
き
指
涼
し

や

よ

い

買

い

物

ヘ

二

の

足

を

踏

む

炎

天

下

三

刀

二
〇
二
〇
年
八
月
一
九
日

シ
　ャ　
ワ
ー
浴
ぶ
ネ
　ッ　
ト
会
議
に
先
立
ち
て

せ

い

じ

職

引

き

し

気

楽

さ

夫

の

大

昼

寝

菜

　々　

野

仏

を

囲

み

て

風

の

千

草

か

な

智

恵

子

二
〇
二
〇
年
八
月
一
八
日

路

地

裏

の

庇

間

渡

る

天

の

川

素

秀

工

事

場

の

ユ

ン

ボ

唸

れ

る

炎

天

下

凡

士

ち
ぎ
れ
雲
ひ
と
つ
一
つ
に
小
さ
き
秋

た

か

子

声

の

み

で

め

も

じ

か

な

わ

ぬ

蟇

蛙

は

く

子

六

地

蔵

夾

竹

桃

を

天

蓋

に

や

よ

い

二
〇
二
〇
年
八
月
一
七
日

遠

山

の

稜

線

し

る

き

稲

光

素

秀

山

椒

の

実

高

野

の

旅

の

家

苞

に

や

よ

い

乱

切

り

の

男

料

理

や

秋

の

茄

子

か

か

し

手

作

り

の

表

札

涼

し

新

所

帯

菜

　々　

二
〇
二
〇
年
八
月
一
六
日

体

温

を

超

え

る

暑

さ

に

怯

え

け

り

た

か

子

葉

刈

り

し

て

仏

間

へ

通

ふ

盆

の

風

う

つ

ぎ

駅

降

り

て

マ

ス

ク

を

外

す

稲

穂

道

こ
す
も
す

二
〇
二
〇
年
八
月
一
五
日

遺

骨

な

く

写

し

絵

の

み

や

敗

戦

忌

も

と

こ

送

り

火

の

煙

自

ず

と

西

方

へ

ぽ

ん

こ

毎
日
句
会
み
の
る
選
・
二
〇
二
〇
年
八
月
二
三
日
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